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①飛鳥Ⅱ＆ダイヤモンド・プリンセス

（左後方にセレブリティ・ミレニア

ム）

②飛鳥Ⅱ＆ダイヤモンド・プリンセス

③ハンマーヘッドにパシフィッック・ワールド

④シーボーン・アンコール

● ３月に横浜港に入港した客船。（石川様より）

最近は発表されている時刻より１時間半も前に入ってくる客船が多くて困ります。

港についたら既に着岸していたことも度々－－－。



⑤シーボーン・アンコール

⑥シーボーン・アンコール

⑦シーボーン・アンコール



⑧シーボーン・アンコール

⑨シーボーン・アンコール

⑩シーボーン・アンコール



⑪オイローパ２ 右後方にダイヤモンド・プリンセス

⑫オイローパ２

⑬オイローパ２



日本が誇る唯二隻の大型帆船「日本丸」と「海王丸」
これに乗って太平洋を渡り、その感激を映像にした映画プロデューサー・銭谷功氏
そして、それらの二世の船首から太平洋を見晴るかす「藍青」と「紺青」の二体の女神像 
これらを彫り上げた彫刻家・長澤市郎氏
この二人の芸術家が大型帆船と太平洋について熱く語ります   

日　時：2025年6月14日（土）13:00～15:00（受付開始 10:00）
会　場：日本丸メモリアルパーク訓練センター（横浜みなとみらい） 
定　員：150名（定員になり次第締切）
参加費：1,500円  / 人（帆船日本丸・横浜みなと博物館の共通見学券付き）
 　          　※ 共通見学券の利用可能時間
      　        　- 受付後～閉館 (16:30)まで
      　        　- または6月15日（日）の開館時間内 (10:00〜16:30 )
申　込 :
         1. QRコードを読み取り、申込フォームに入力
         2. メール（tallship614@gmail.com）でも申込可能
         3. 参加費の振込確認後、申込完了（振込先はメールで案内）
主　催：トールシップの会
後　援：朝日新聞横浜総局  / 読売新聞東京本社横浜支局
 　　  　公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 
          　公益財団法人 帆船日本丸記念財団
         　 帆船日本丸を愛する男声合唱団  / まんぼう会
 問合せ：tallship614@gmail.com

二人の芸術家が
　帆船の「力」と海洋の「美」を語ります
二人の芸術家が
　帆船の「力」と海洋の「美」を語ります



講演者：銭谷 功 氏の略歴
1933年（昭和8年）生まれ、92歳 
慶応義塾大学文学部西洋史学科卒
映画・TVのプロデューサー、監督、脚本
主な作品：
「太平洋ひとりぼっち」
「黒部の太陽」
「太平洋の地獄」
「エベレスト大滑降」 1975年(米)アカデミー 長編記録作品賞 受賞
「ミュンヘンオリンピック」 公式記録映画
「海よ お前が」
TVドラマ多数

講演者：長澤 市郎 氏の略歴
 1937年（昭和12年）生まれ、88歳
 東京芸術大学美術学部彫刻科卒
 1987～2004年
 　東京芸術大学大学院文化財保存学保存修復彫刻研究室教授
 2004～2011年　
 　身延山大学仏教学部教授、同大学図書館長
 主な制作・研究：
 ・帆船新「日本丸」及び新「海王丸」の船首像制作
 ・法隆寺蔵百済観音像天蓋制作。
 ・新薬師寺蔵木造四天王像とおたま地蔵の修理 及び
 　木造十二神将の修理、塑像十二神将の非破壊調査
・神戸市如意寺蔵塑像仁王像非破壊調査と修理

主催者：トールシップの会
 　帆船に育てられ、大型帆船の魅力をより多くの人々に広めたいと願う仲間たちの集まり

 　参加料から必要経費を差し引いて剰余金が生じたときは、帆船日本丸記念財団に寄付します
 　本企画が、間もなく100歳を迎える日本丸の保存・整備に貢献できることを願ってます
 
＊参考：トールシップ(tall ship)とは、背の高い船、つまり高い帆柱を持った船のこと

会場へのアクセス
 　　　　(出典：帆船日本丸記念財団の公式サイト)
★電車でお越しの方
 ・JR根岸線 及び 市営地下鉄ブルーライン
 　　桜木町駅下車　徒歩５分
 ・みなとみらい線
 　　みなとみらい駅/馬車道駅　徒歩５分
★車でお越しの方
 　　首都高速横羽線「みなとみらい出口」から約0.5km
 　　専用駐車場はございません。付近の駐車場をご利用
　　 ください
★市営バスでお越しの方
　　横浜駅前乗車、日本丸メモリアルパーク下車


